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第２章 安全安心な「まちづくり」 

表 2- 10 盛土高と水はけの関係（調査方法・結果） 

○対象路線：県道塩釜亘理線，市道空港三軒茶屋線，県道相馬亘理線，県道石巻工業港矢本線 
○冠水状況確認方法：平成 23年３月 12日 14:00前後の航空写真による 
○盛土高確認方法 ：現地調査による 

 

  

番番号号
盛盛土土高高
海海側側（（mm））

盛盛土土高高
山山側側（（mm））

盛盛土土高高
平平均均（（mm））

越越流流高高
（（mm））

HH2233..33..1122
冠冠水水

1 2.3 2.3 2.3 1.7 ○
2 3.5 3.5 3.5 1.7 ○
3 3.5 3.5 3.5 1.2 ○
4 3.5 2.3 2.9 1.2 ○
5 1.7 0.9 1.3 1.9 ●
6 0.9 1.1 1.0 2.6 ●
7 ― 1.1 1.1 2.8 ●
8 0.4 0.5 0.5 2.8 ○
9 0.5 0.8 0.7 2.8 ○
10 0.5 0.8 0.7 5.7 ○
11 0.5 0.8 0.7 4.5 ●
12 0.4 0.6 0.5 2.8 ●
13 ― 1.1 1.1 4.8 ●
14 ― 1.0 1.0 4.1 ●
15 0.5 0.9 0.7 4.1 ●
16 ― 1.2 1.2 2.7 ○
17 0.6 1.3 1.0 3.7 ●
18 0.7 1.0 0.9 3.5 ●
19 0.6 1.3 1.0 4.2 ●
20 0.8 1.5 1.2 4.2 ●
21 4.0 4.0 4.0 2.2 ○
24 3.0 3.0 3.0 2.3 ○
25 1.0 ― 1.0 2.3 ●
26 0.9 ― 0.9 2.6 ●
28 ― 1.5 1.5 2.1 ●
29 4.0 ― 4.0 1.2 ○
30 1.8 1.8 1.8 1.2 ○
31 1.5 2.0 1.8 1.2 ○
32 0.9 1.3 1.1 1.2 ○
33 0.7 1.4 1.1 1.4 ●
34 0.6 1.0 0.8 1.4 ●
36 ― 0.6 0.6 2.1 ●
37 0.7 1.7 1.1 1.5 ●
38 0.7 0.8 0.8 1.2 ●
41 1.4 1.3 1.4 1.4 ○
42 1.3 1.5 1.4 2.0 ○
43 1.5 1.6 1.6 2.4 ○
44 0.8 0.8 0.8 2.4 ●
45 1.0 1.0 1.0 3.3 ●
46 4.0 4.0 4.0 3.3 ○
49 3.0 4.0 3.5 3.8 ○
50 1.1 0.9 1.0 0.5 ○
51 0.7 1.0 0.9 7.0 ○
52 0.8 ― 0.8 3.2 ●
53 1.1 1.0 1.1 2.8 ●
54 ― 1.0 1.0 2.9 ●
55 ― 0.8 0.8 2.9 ●
56 ― 0.8 0.8 4.1 ●
57 ― 0.8 0.8 7.0 ●
58 0.8 0.8 0.8 3.1 ○
59 1.3 1.6 1.5 5.3 ●
60 1.5 3.0 2.3 5.3 ●
61 1.2 1.2 1.2 1.7 ●
62 1.3 1.2 1.3 1.7 ○

●：冠水している　○：冠水していない

 
 

 
 

仙仙台台港港→→ 仙仙台台市市宮宮城城野野区区岡岡田田 

塩塩釜釜亘亘理理線線 

←名名取取市市 仙仙台台市市若若林林区区荒荒浜浜 

11 10 9 
8 

冠水箇所 非冠水箇所 

貞貞山山堀堀 

 

 

 
図 2- 59 津波翌日の冠水状況 

 

 

図 2- 60 冠水により通行不能となった道路 
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第２章 安全安心な「まちづくり」 

② 避難路としての機能を考慮した幅員 
大規模な地震発生に伴う消防・救助活動や，避難時の自動車の乗り捨ても考慮し，路側に停車車両があって

も緊急車両や避難車両等のすれ違いを可能とする車道幅員を確保する。 
また，徒歩避難者の安全確保のため歩車分離構造（路上施設 0.5ｍを含め 3.5m 以上確保）とし，特に，徒歩

避難者が多数想定される区間については，十分な歩道幅員を確保する。 
なお，津波の越流によって全面破壊に至った場合，二次避難及び救出路としての機能を発揮できないことが

想定されるため，津波避難路（救出路）の整備に当たっては，今次津波による被害状況調査を踏まえ，全面破
壊に至らない幅員として幅員 10ｍ以上を採用することとした。 

 
図 2-62 道路盛土破壊状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-63 海岸線に並行する道路幅員構成例（上：平常時，下：非常時） 
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○：冠水のみ 
△：一部破壊 
□：部分破壊 
×：全面破壊 
●：構造物防護 

 

 

図 2- 61 「緊急提言～ICTを活用した耐災（防災・減災）対策～」（平成23（2011）年７月13日 土木学会・電気学会） 
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図 2-63 海岸線に並行する道路幅員構成例（上：平常時，下：非常時） 
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第２章 安全安心な「まちづくり」 

 
図 2- 65 津波避難路（救出路）の幅員 

 
（3）多重防御機能を有する津波防災緑地の整備 

1）津波防災緑地 
県では，道路施設に多重防御機能を付与することで，多重防御による復興まちづくりを進めることを基本と

しているが，多重防御ライン周辺の道路網や土地利用計画などから，盛土構造の道路を整備することが適当で
ない場合も存在する。 

一方，東日本大震災においては，防潮林による津波エネルギーの減衰機能が効果を発揮し，後背地の家屋流
出被害を軽減したとされる事例や，工場地帯の緩衝緑地が漂流物を捕捉した事例，屋敷林（居久根）により家
屋の破壊被害が軽減された事例等が確認されており※，公園緑地の機能として，津波エネルギーの減衰や漂流
物の捕捉等の多重防御の機能が再確認された。 

こうしたことから，東日本大震災復興交付金事業（基幹事業）において，津波被害を軽減する施設として，
都市公園事業「津波防災緑地」が位置づけられており，本県としても，道路施設より津波防災緑地による多重
防御ラインの構築が適当と判断される区間については，津波防災緑地の活用を積極的に進めることとしたもの
である。 

※「東日本大震災からの復興に係る公園緑地整備に関する技術的指針」平成 24（2012）年３月 27 日 
国土交通省都市局公園緑地・景観課 

【参考】東日本大震災復興交付金交付要綱附属編 １９都市公園事業 抜粋 

１９ 都市公園事業 
１．交付対象事業 
１－１．目的 
都市公園事業は，津波被害を軽減する機能を有する都市公園等の整備を行うことにより，津波被害に強い地

域づくりを図ることを目的とする。 
１－２．交付対象事業の要件 
（３）この要綱において「津波防災緑地」とは，「東日本大震災復興特別区域法」に基づく「復興整備計

画」及び災害対策基本法に基づく地域防災計画等に，10 戸以上の市街地や主要な公共施設を直接的に防御する
ものとしてⅰ）又はⅱ）の津波被害を軽減する機能が位置づけられているものを言う。 

ⅰ）津波を減衰し，浸水被害範囲の軽減，避難時間の確保等に資する機能 
ⅱ）漂流物を捕捉し，衝突による被害の軽減，人命の救助等に資する機能  

    

※※歩歩道道幅幅員員 33..55mm以以上上をを確確保保 

 

③ 津波避難路（救出路）の構造と規定化 
津波避難路（救出路）の構造について検討した結果は，以下のとおりまとめることができる。 
①盛土高 

盛土高は，周辺地盤高より 2m 以上（津波の翌日に冠水解消した盛土高の下限値 2m に地形条件や余
裕高を考慮）とする。なお，津波越流に対する安定性から，盛土高は 4m 程度以下を推奨するが，それ
以上とする場合は，法面の保護などを検討することが望ましい。 

 
②幅員 

道路幅員は，津波越流に対する安定性から，全幅 10ｍ以上を推奨する。 
なお，大規模な地震発生に伴う消防・救助活動や，避難時の自動車の乗り捨ても考慮し，路側に停車

車両があっても緊急車両や避難車両等のすれ違いを可能とする車道幅員を確保するとともに，徒歩避難
者の安全確保のため歩車分離構造（路上施設 0.5ｍを含め 3.5ｍ以上確保）とする。 
※越流による洗掘は山側法面から発生することから，とくに事情の無い限り，歩道は山側に設置する

ことが望ましい。 

 
図 2-64 津波避難路（救出路）の構造（盛土） 

 
なお，県では，この検討結果を踏まえ，津波避難路（救出路）の幅員を「県道の構造の技術的基準を定める

条例」（平成 24（2012）年 12 月 20 日条例第 105 号）に県独自基準として定めている。 
※津波避難路（救出路） 

「市町村地域防災計画」に位置づけられた津波に対する避難路 
「津波防災地域づくりに関する法律」に規定する「推進計画」に位置づけられた避難路 等  

車道部

津波

歩道部

①盛土高3～4m程度
以下が望ましい

2.57.5

10.0

②盛土高/道路幅=0.3を上回る場合、
山側のり面を保護

①道路幅員W=10m程度以上を確保

※歩道は山側に
配置する

冠水箇所 

①盛土高 4m以下は

被災が少ない 

の保護を検討 

②道路幅員W＝10m程度以上を確保 

①盛土高／道路幅＝0.3を上回る場合,
山側のり面の保護を検討 
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図 2- 65 津波避難路（救出路）の幅員 

 
（3）多重防御機能を有する津波防災緑地の整備 

1）津波防災緑地 
県では，道路施設に多重防御機能を付与することで，多重防御による復興まちづくりを進めることを基本と

しているが，多重防御ライン周辺の道路網や土地利用計画などから，盛土構造の道路を整備することが適当で
ない場合も存在する。 

一方，東日本大震災においては，防潮林による津波エネルギーの減衰機能が効果を発揮し，後背地の家屋流
出被害を軽減したとされる事例や，工場地帯の緩衝緑地が漂流物を捕捉した事例，屋敷林（居久根）により家
屋の破壊被害が軽減された事例等が確認されており※，公園緑地の機能として，津波エネルギーの減衰や漂流
物の捕捉等の多重防御の機能が再確認された。 

こうしたことから，東日本大震災復興交付金事業（基幹事業）において，津波被害を軽減する施設として，
都市公園事業「津波防災緑地」が位置づけられており，本県としても，道路施設より津波防災緑地による多重
防御ラインの構築が適当と判断される区間については，津波防災緑地の活用を積極的に進めることとしたもの
である。 

※「東日本大震災からの復興に係る公園緑地整備に関する技術的指針」平成 24（2012）年３月 27 日 
国土交通省都市局公園緑地・景観課 

【参考】東日本大震災復興交付金交付要綱附属編 １９都市公園事業 抜粋 

１９ 都市公園事業 
１．交付対象事業 
１－１．目的 
都市公園事業は，津波被害を軽減する機能を有する都市公園等の整備を行うことにより，津波被害に強い地

域づくりを図ることを目的とする。 
１－２．交付対象事業の要件 
（３）この要綱において「津波防災緑地」とは，「東日本大震災復興特別区域法」に基づく「復興整備計

画」及び災害対策基本法に基づく地域防災計画等に，10 戸以上の市街地や主要な公共施設を直接的に防御する
ものとしてⅰ）又はⅱ）の津波被害を軽減する機能が位置づけられているものを言う。 

ⅰ）津波を減衰し，浸水被害範囲の軽減，避難時間の確保等に資する機能 
ⅱ）漂流物を捕捉し，衝突による被害の軽減，人命の救助等に資する機能  

    

※※歩歩道道幅幅員員 33..55mm以以上上をを確確保保 
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第２章 安全安心な「まちづくり」 

４．多重防御施設計画 

（1）県内の多重防御施設計画 
県では，仙台湾沿岸地域の６市２町において，海岸線にほぼ並行する位置に，市町の境界や河川を跨ぎつつ

も連続するよう全 23 施設を計画し，順次整備を進めている。 
 

表 2- 11 沿岸被災市町の多重防御施設一覧 

市町名 施設名 延長(km) FH(TP+m) 盛土高(m) 管理者 事業種類※ 

石巻市 (都)門脇流留線 8.4 3.5～4.5 2.5～3.5 県 D-1 
(市)南光門脇線 1.1 3.5 2.5 石巻市 D-2 
(市)湊中央線 0.9 4.5 3.0 石巻市 D-2 
防災緑地１号 0.4 4.5 3.0 石巻市 D-22 
防災緑地２号 2.7 4.5 3.5 石巻市 D-22 

東松島市 (市)立沼浜市線 4.2 4.5 3.5 東松島市 D-1 
(市)石巻工業港線 1.3 3.5 2.5 東松島市 D-1 
北上運河防災林 0.8 6.2 5.5 東松島市 その他 
松ヶ島防災林 2.7 10 7.8 東松島市 その他 
矢本防災盛土 1.1 3.5 2.5 東松島市 その他 

多賀城市 仙台塩釜港仙台港区 
津波漂流物対策施設 

2.9 4.5 － 県 その他 

仙台市 
(主)塩釜亘理線 10.2 7.0 6.0 仙台市 D-1 
緑地 1.4 5.0 2.0 仙台市 未定 

名取市 (市)閖上南北線 1.5 5.0 4.0 名取市 D-1 
(市)増田川線 1.3 5.0 1.3 名取市 D-1 
(市)川内沢川線 1.9 5.0 2.4 名取市 D-1 
(市)北釜線 2.1 5.0 1.3 名取市 D-1 

岩沼市 (市)空港三軒茶屋線 4.6 4.0 3.0 岩沼市 D-1 
(市)藤曽根線 0.8 4.0～5.0 3.0～4.0 岩沼市 D-1 
(市)相野釜線 2.7 5.0 4.0 岩沼市 D-1 

亘理町 (一)荒浜港今泉線 0.7 5.0 4.0 県 D-1 
(町)橋本堀沿線 4.2 5.0 4.0 亘理町 D-1 

山元町 (主)相馬亘理線 11.2 4.0～5.0 2.0～3.5 県 D-1 

 
※事業種類について 

D-1，D-2 復興交付金基幹事業・道路 
D-22 復興交付金基幹事業・都市公園(津波防災緑地) 
その他 復興交付金効果促進事業，社会資本整備総合交付金事業等 

 
※多賀城市について 

多賀城市内では，多重防御施設の整備計画はないが，多賀城市は，前面海側（仙台市内）の多重防御施設を
前提にまちづくりを進めており，県において「仙台塩釜港仙台港区・津波漂流物対策施設」の整備を進めてい
る。  

 

2）津波防災緑地の計画・設計 
海岸部に一定の幅及び盛土による高さをもつ緑地，樹林帯を配置することにより，一定の津波エネルギーの

減衰効果が発揮されることは，既往の知見でも確認されていた。 
樹林帯において津波エネルギーの減衰効果に大きく影響する樹木の被害については，今次津波の被害調査に

よって，浸水深８ｍ以上ではほぼ全ての樹木が被害を受け，津波エネルギーの減衰効果は期待できなくなる
が，浸水深４ｍでは約半分，浸水深２ｍで約３分の２の樹木が残存することで一定の効果が期待できるとされ
ており，津波エネルギーの減衰効果を期待して樹林地を計画する場合は，盛土等により，浸水深が高くならな
いよう考慮することが有効である。 

樹木は，津波エネルギーの減衰に有効であるが，東日本大震災では，津波による樹木の折損や根返りなどに
より，被災樹木が漂流物となることで被害が増大したとの指摘もあることから，樹木が折損しにくい，もしく
は倒伏しても流出しないことで津波エネルギー減衰機能を発揮し続けるような盛土構造や植栽基盤について検
討することが望ましい（以上「東日本大震災からの復興に係る公園緑地整備に関する技術的指針」より）。 

こうしたことから，県では，多重防御施設としては，盛土を主体とした防災緑地を計画するものとし，盛土
の設計に当たっては，安定勾配を確保するととともに，津波による洗掘に配慮することとしている。 
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第２章 安全安心な「まちづくり」 

４．多重防御施設計画 

（1）県内の多重防御施設計画 
県では，仙台湾沿岸地域の６市２町において，海岸線にほぼ並行する位置に，市町の境界や河川を跨ぎつつ

も連続するよう全 23 施設を計画し，順次整備を進めている。 
 

表 2- 11 沿岸被災市町の多重防御施設一覧 

市町名 施設名 延長(km) FH(TP+m) 盛土高(m) 管理者 事業種類※ 

石巻市 (都)門脇流留線 8.4 3.5～4.5 2.5～3.5 県 D-1 
(市)南光門脇線 1.1 3.5 2.5 石巻市 D-2 
(市)湊中央線 0.9 4.5 3.0 石巻市 D-2 
防災緑地１号 0.4 4.5 3.0 石巻市 D-22 
防災緑地２号 2.7 4.5 3.5 石巻市 D-22 

東松島市 (市)立沼浜市線 4.2 4.5 3.5 東松島市 D-1 
(市)石巻工業港線 1.3 3.5 2.5 東松島市 D-1 
北上運河防災林 0.8 6.2 5.5 東松島市 その他 
松ヶ島防災林 2.7 10 7.8 東松島市 その他 
矢本防災盛土 1.1 3.5 2.5 東松島市 その他 

多賀城市 仙台塩釜港仙台港区 
津波漂流物対策施設 

2.9 4.5 － 県 その他 

仙台市 
(主)塩釜亘理線 10.2 7.0 6.0 仙台市 D-1 
緑地 1.4 5.0 2.0 仙台市 未定 

名取市 (市)閖上南北線 1.5 5.0 4.0 名取市 D-1 
(市)増田川線 1.3 5.0 1.3 名取市 D-1 
(市)川内沢川線 1.9 5.0 2.4 名取市 D-1 
(市)北釜線 2.1 5.0 1.3 名取市 D-1 

岩沼市 (市)空港三軒茶屋線 4.6 4.0 3.0 岩沼市 D-1 
(市)藤曽根線 0.8 4.0～5.0 3.0～4.0 岩沼市 D-1 
(市)相野釜線 2.7 5.0 4.0 岩沼市 D-1 

亘理町 (一)荒浜港今泉線 0.7 5.0 4.0 県 D-1 
(町)橋本堀沿線 4.2 5.0 4.0 亘理町 D-1 

山元町 (主)相馬亘理線 11.2 4.0～5.0 2.0～3.5 県 D-1 

 
※事業種類について 

D-1，D-2 復興交付金基幹事業・道路 
D-22 復興交付金基幹事業・都市公園(津波防災緑地) 
その他 復興交付金効果促進事業，社会資本整備総合交付金事業等 

 
※多賀城市について 

多賀城市内では，多重防御施設の整備計画はないが，多賀城市は，前面海側（仙台市内）の多重防御施設を
前提にまちづくりを進めており，県において「仙台塩釜港仙台港区・津波漂流物対策施設」の整備を進めてい
る。  
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第２章 安全安心な「まちづくり」 

 
図 2- 67 沿岸被災市町の復興まちづくり計画① 

 

 

 

図 2- 66 宮城県内の多重防御施設計画位置図 

 

  

凡例
一線堤
二線堤

居住箇所

＜＜多多重重防防御御施施設設整整備備計計画画＞＞

凡例

一線堤

多重防御施設

居住箇所

多重防御施設配置イメージ 

凡例 

防潮堤 
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第２章 安全安心な「まちづくり」 

 
図 2- 67 沿岸被災市町の復興まちづくり計画① 
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第２章 安全安心な「まちづくり」 

 
図 2- 69 沿岸被災市町の復興まちづくり計画③ 

  

 

 

 
図 2- 68 沿岸被災市町の復興まちづくり計画②  
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図 2- 69 沿岸被災市町の復興まちづくり計画③ 
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2）東松島市 
東松島市では，市道 2 路線（立沼浜市線・石巻工業港線）のほか，防災林に多重防御機能を付与することに

より，今次津波と同等の大津波襲来時には，越流はするものの，背後浸水深を 2ｍ未満に低減して，新市街地
や既存集落の安全性を確保することとしている。 

 
図 2-73 復興計画図 

 
図 2-74 （市）立沼・浜市線 平成31（2019）年２月 

  

 

（2）個別施設の状況（市町別） 
1）石巻市 

石巻市では，都市計画道路 3 路線（門脇流留線・南光門脇線・湊中央線），防災緑地 1 号・2 号の整備によ
り，今次津波と同等の大津波襲来時には，越流はするものの，背後浸水深を 2ｍ未満に低減して，新市街地
や既存市街地の安全性を確保することとしている。 

 

図 2- 70 復興計画図 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
図 2- 71 （都）門脇流留線 令和2（2020）年 9月 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-72 （都）門脇流留線 令和 2（2020）年 9月 
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東松島市では，市道 2 路線（立沼浜市線・石巻工業港線）のほか，防災林に多重防御機能を付与することに

より，今次津波と同等の大津波襲来時には，越流はするものの，背後浸水深を 2ｍ未満に低減して，新市街地
や既存集落の安全性を確保することとしている。 

 
図 2-73 復興計画図 

 
図 2-74 （市）立沼・浜市線 平成31（2019）年２月 
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4）名取市 
名取市では，市道 4 路線（閖上南北線・増田川線・川内沢川線・釜北線）の整備により，今次津波と同等の

大津波襲来時には，越流はするものの，背後浸水深を 2m 未満に低減して，居住地の安全性を確保することと
している。 

 
図 2- 78 復興計画図 

 
  

 

3）仙台市 
仙台市では，主要地方道塩釜亘理線の整備などにより，今次津波と同等の大津波襲来時には，越流はするも

のの，背後浸水深を 2ｍ未満に低減して，仙台東部地区の居住地の安全性を確保することとしている。 

 
図 2- 75 復興計画図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2- 76 （主）塩釜亘理線 令和2（2020）年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2- 77 （主）塩釜亘理線 令和2（2020）年 3月 
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名取市では，市道 4 路線（閖上南北線・増田川線・川内沢川線・釜北線）の整備により，今次津波と同等の

大津波襲来時には，越流はするものの，背後浸水深を 2m 未満に低減して，居住地の安全性を確保することと
している。 

 
図 2- 78 復興計画図 
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6）亘理町 
亘理町では，一般県道荒浜港今泉線，町道橋本堀沿線の整備により，今次津波と同等の大津波襲来時には，

越流はするものの，背後浸水深を 2ｍ未満に低減して，荒浜地区など新市街地の安全性を確保することとして
いる。 

 

図 2- 82  復興計画図 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-83 （一）荒浜港今泉線 平成30（2018）年 7月 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

図 2-84 （町）橋本堀沿線 平成 28（2016）年２月 

  

 

5）岩沼市 
岩沼市では，市道 3 路線（空港三軒茶屋線・藤曽根線・相野釜線）の整備により，今次津波と同等の大津波

襲来時には，越流はするものの，背後浸水深を 2m 未満に低減して，玉浦西地区などの新市街地や既存集落の
安全性を確保することとしている。 

 
図 2- 79  復興計画図 

 

 
 
 
 
 
 
 
図 2- 80 （市）空港三軒茶屋線 令和2（2020）年 3月 

 
図 2- 81 （市）藤曽根線 平成 28（2016）年2月 
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図 2-83 （一）荒浜港今泉線 平成30（2018）年 7月 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

図 2-84 （町）橋本堀沿線 平成 28（2016）年２月 
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第３項 復興まちづくり 

１．復興まちづくり事業の概要 

復興まちづくり事業には，被災市街地復興土地区画整理事業や防災集団移転促進事業や漁業集落機能強化事
業，市街地再開発事業の他，今回の震災を契機に創設された津波復興拠点整備事業が復興まちづくり関連５事業
と称されているが，ここでは代表的な下記の３事業について紹介する。 

 
（1）被災市街地復興土地区画整理事業 

広範かつ甚大な被災を受けた市街地の復興に対応するため，それぞれの地域の復興ニーズに的確に対応し，
緊急かつ健全な市街地の復興を推進するものである。また，一定以上の計画人口密度（40人/ha）などの必要な
要件を満たした場合に限り，防災上必要な土地の嵩上げ費用を津波防災整地費として限度額に追加されることとな
った。 

 

 
図 2- 88 被災市街地復興土地区画整理事業イメージ図 

 
  

 

7）山元町 
山元町では，主要地方道相馬亘理線の嵩上げ整備により，今次津波と同等の大津波襲来時には，越流はする

ものの，背後浸水深を2ｍ未満に低減して，新山下や新坂元等の新市街地の安全性を確保することとしている。 

 
図 2- 85 復興計画図 

 

 
 
 
 
 
 
 
図 2- 86 （主）相馬亘理線 令和元（2019）年10月 

 

 
 
 
 
 
 
 
図 2- 87 （主）相馬亘理線 令和2（2020）年10月 
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